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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月9日(2020.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　点群のパラメトリック曲面上に投影した後に得られる距離マップに対応する画像の画素
内に値を埋め込む方法であって、前記画像内の値を記憶するのに使用される２N個の値の
所定の第２の範囲内に、値の第１の範囲を予約することを含み、前記第１の範囲は、前記
画素が非有用画素であることを示すキー情報を記憶するのに使用され、Ｎが０よりも大き
く、前記第１の範囲の値の数が２Nよりも少ない、方法。
【請求項２】
　前記画像を符号化することを含み、前記第１の範囲が、前記符号化に適用される動画圧
縮のレベルに従って更新される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の範囲が、前記画像の少なくとも１つの特性に従って更新される、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記画像内の少なくとも１つの画素について、
　非有用値が前記画素に関連付けられている場合、前記画素内にキー値を記憶することで
あって、前記キー値が前記第１の範囲に属していることと、
　有用値が前記画素に関連付けられている場合、
　修正済み量子化を前記有用値に適用して、修正済み有用値を提供することであって、前
記修正済み量子化が、前記第１の範囲の値の前記数によって決定されることと、
　前記修正済み値を前記画素内に記憶することと、
　を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記キー値が、値Ｖk＝０に設定され、
　前記修正済み有用値が、Ｖu＝ＵDMZ（ｚ）＝ｆｌｏｏｒ（（２N－ＤＭＺ）Ｚ（ｚ）＋
ＤＭＺ）に対応し、ここでｚが距離値であり、
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【数１】

であり、ここでｚmin及びｚmaxがクリッピング範囲を規定しており、Ｚ（ｚmin）＝１及
びＺ（ｚmax）＝０である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　点群のパラメトリック曲面上に投影した後に得られる距離マップに対応する画像を復号
する方法であって、前記画像内の少なくとも１つの画素について読み取られた値Ｗについ
て、
　請求項１乃至５のうち何れか１項に記載のキー情報を埋め込む方法によって提供される
予約済み範囲にＷが属する場合、前記読取り値Ｗを破棄することと、
　請求項１乃至５のうち何れか１項に記載のキー情報を埋め込む方法によって提供される
予約済み範囲にＷが属さない場合、前記読取り値Ｗに逆修正済み量子化を適用することに
よって、前記読取り値Ｗに対応する前記有用値を回復することであって、前記逆修正済み
量子化が、前記予約済み範囲を考慮することと、
　を含む、方法。
【請求項７】
　キー値を埋め込む画像を記憶する非一時的な記録媒体であって、前記画像が、前記画像
内に有用値を記憶するのに使用される２N個の値の第２の範囲内に予約される第１の範囲
内に、キー値を記憶し、前記キー値が、前記画像の少なくとも１つの画素に関連付けられ
ており、Ｎが０よりも大きく、前記第１の範囲の値の数が２Nよりも少ない、非一時的な
記録媒体。
【請求項８】
　画像内に値を埋め込むように構成された装置であって、前記画像に有用値を記憶するの
に使用される２N個の値の第２の範囲内に、値の第１の範囲を予約するように構成された
少なくとも１つのプロセッサに関連するメモリを備え、前記第１の範囲が、前記画像内の
少なくとも１つの画素に関連付けられたキー値を記憶するのに使用され、Ｎが０よりも大
きく、前記第１の範囲の値の数が２Nよりも少ない、装置。
【請求項９】
　マルチメディアコンテンツの対象物の少なくとも一部分の表示に対応する画像を復号す
るように構成された装置であって、前記画像内の少なくとも１つの画素について読み取ら
れた値Ｗについて、
　請求項８によるキー値を埋め込むように構成された前記装置によって提供される予約済
み範囲にＷが属している場合は、前記読み取られた値Ｗを破棄し、
　請求項８によるキー情報を埋め込むように構成された前記装置によって提供される予約
済み範囲にＷが属していない場合は、前記読み取られた値Ｗに逆の修正済み量子化を適用
することによって、前記読み取られた値Ｗに対応する前記有用値を回復し、前記逆の修正
済み量子化が前記予約済み範囲を考慮する、
　ように構成された、少なくとも１つのプロセッサに関連するメモリを備える、装置。
【請求項１０】
　前記プログラムがコンピュータ又はプロセッサ上で実行されるとき、請求項１乃至６の
うち何れか１項に記載の方法の前記ステップを実行するためのプログラムコード命令を含
む、コンピュータプログラム製品。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のコンピュータプログラム製品を記憶する、非一時的なコンピュータ
読取り可能な搬送媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　いくつかの実装形態を説明してきた。それにもかかわらず、様々な修正を加えてもよい
ことが理解されよう。たとえば、他の実装形態を生成するために、様々な実装形態の要素
を組み合わせ、追加し、修正し、又は取り除いてもよい。さらに、他の構造及びプロセス
を、開示されたものと置き換えてもよく、その結果得られる実装形態が、少なくとも実質
的に同じ方式で、少なくとも実質的に同じ機能を実行して、開示された実装形態と少なく
とも実質的に同じ結果を実現することが、当業者には理解されよう。したがって、上記そ
の他の実装形態が、本出願によって企図される。
　なお、上述の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のように記載され得るが、以下に
は限定されない。
（付記１）
　画像の画素内にキー値を埋め込む方法であって、前記画像内の値を記憶するのに使用さ
れる２N個の値の所定の第２の範囲内に、値の第１の範囲を予約することを含み、前記第
１の範囲は、前記画素が非有用画素であることを示すキー情報を記憶するのに使用され、
Ｎが０よりも大きく、前記第１の範囲の値の数が２Nよりも著しく少ない、方法。
（付記２）
　前記画像を符号化することを含み、前記第１の範囲の値の前記数が、前記符号化に適用
される動画圧縮のレベルに従って更新される、付記１に記載の方法。
（付記３）
　前記第１の範囲の値の前記数が、前記画像の少なくとも１つの特性に従って更新される
、付記１に記載の方法。
（付記４）
　前記画像内の少なくとも１つの画素について、
　非有用値が前記画素に関連付けられている場合、前記画素内にキー値を記憶することで
あって、前記キー値が前記第１の範囲に属していることと、
　有用値が前記画素に関連付けられている場合、
　修正済み量子化を前記有用値に適用して、修正済み有用値を提供することであって、前
記修正済み量子化が、前記第１の範囲の値の前記数によって決定されることと、
　前記修正済み値を前記画素内に記憶することと、
　を含む、付記１～３のいずれかに記載の方法。
（付記５）
　前記画像が、マルチメディアコンテンツ内の対象物の少なくとも一部分を表す点群のパ
ラメトリック曲面上への投影後に得られた距離マップに対応し、
　前記有用値が、前記画像内の１つの画素に対応する、前記点群内の少なくとも１つの点
について、前記対象物の前記少なくとも一部分と前記パラメトリック曲面との間の距離を
表す情報に対応し、
　前記キー値が、未使用の画素を表す、付記１に記載の方法。
（付記６）
　前記キー値が、値Ｖk＝０に設定され、
　前記修正済み有用値が、Ｖu＝ＵDMZ（ｚ）＝ｆｌｏｏｒ（（２N－ＤＭＺ）Ｚ（ｚ）＋
ＤＭＺ）に対応し、ここでｚが距離値であり、
【数２】

であり、ここでｚmin及びｚmaxがクリッピング範囲を規定しており、Ｚ（ｚmin）＝１及
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びＺ（ｚmax）＝０である、付記５に記載の方法。
（付記７）
　マルチメディアコンテンツの対象物の少なくとも一部分の表現に対応する画像を復号す
る方法であって、前記画像内の少なくとも１つの画素について読み取られた値Ｗについて
、
　付記１乃至５のうち何れかに記載のキー情報を埋め込む方法によって提供される予約済
み範囲にＷが属する場合、前記読取り値Ｗを破棄することと、
　付記１乃至５のうち何れかに記載のキー情報を埋め込む方法によって提供される予約済
み範囲にＷが属さない場合、前記読取り値Ｗに逆修正済み量子化を適用することによって
、前記読取り値Ｗに対応する前記有用値を回復することであって、前記逆修正済み量子化
が、前記予約済み範囲を考慮することと、
　を含む、方法。
（付記８）
　キー値を埋め込む画像を搬送するストリームであって、前記画像が、前記画像内に有用
値を記憶するのに使用される２N個の値の第２の範囲内に予約される第１の範囲内に、キ
ー値を記憶し、前記キー値が、前記画像の少なくとも１つの画素に関連付けられており、
Ｎが０よりも大きく、前記第１の範囲の値の数が２Nよりも著しく少ない、ストリーム。
（付記９）
　画像内にキー値を埋め込むように構成された装置であって、前記画像に有用値を記憶す
るのに使用される２N個の値の第２の範囲内に、値の第１の範囲を予約するように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサに関連するメモリを備え、前記第１の範囲が、前記画像
内の少なくとも１つの画素に関連付けられたキー値を記憶するのに使用され、Ｎが０より
も大きく、前記第１の範囲の値の数が２Nよりも著しく少ない、装置。
（付記１０）
　マルチメディアコンテンツの対象物の少なくとも一部分の表示に対応する画像を復号す
るように構成された装置であって、前記画像内の少なくとも１つの画素について読み取ら
れた値Ｗについて、
　付記９によるキー値を埋め込むように構成された前記装置によって提供される予約済み
範囲にＷが属している場合は、前記読み取られた値Ｗを破棄し、
　付記９によるキー情報を埋め込むように構成された前記装置によって提供される予約済
み範囲にＷが属していない場合は、前記読み取られた値Ｗに逆の修正済み量子化を適用す
ることによって、前記読み取られた値Ｗに対応する前記有用値を回復し、前記逆の修正済
み量子化が前記予約済み範囲を考慮する、
　ように構成された、少なくとも１つのプロセッサに関連するメモリを備える、装置。
（付記１１）
　前記プログラムがコンピュータ又はプロセッサ上で実行されるとき、付記１乃至７のう
ち何れかに記載の方法の前記ステップを実行するためのプログラムコード命令を含む、コ
ンピュータプログラム製品。
（付記１２）
　付記１１に記載のコンピュータプログラム製品を記憶する、非一時的なコンピュータ読
取り可能な搬送媒体。
                                                                              


	header
	written-amendment

